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   A study on the possible association of maternal factors with testicular cancer was undertaken. 
Information was obtained from the mothers of testicular cancer cases (N=37) and the mothers 
of men without the disease (N=37). Comparisons were made between the two groups. The cases 
were collected from the records of nine hospitals, and the controls were selected from five Public 
Health Centers by individually matching the sex and the year of birth with the testicular cancer 
cases. 
The mothers of the cases had significantly fewer live births than the mothers of the controls 
(the adjusted odds ratio per live birth=0.4, p=0.02), when the five following variables had been 
simultaneously adjusted by the logistic regression analysis. Those five variables included the 
Quetelet's Index of mothers before pregnancy, the age at an index birth, the duration of 
breastfeeding for an index child, the birth order of an index child, and the number of induced 
abortions. The endogenous hormonal milieu of a mother may be associated with the occurrence 
of testicular cancer in her child.







よ る と人 口10万 対0.8(1972～1977年)と報告 され て
い る1).一方,英 国 ナ ッ クス フ ォー ドの が ん登 録 に よ
る と人 口10万対3・7(1974～}977年)であ り1),日本
よ りも5倍 近 く罹 患 率 が高 く,睾 丸腫 瘍 に よる 死亡 率
は近 年 増 加す る傾 向 に あ る とい う2).
この よ うな 日本 と英 国 の睾 丸 腫瘍 罹患 率 の差 異 を 明
















































な か った,以 上 の対 照 群 の調 査 期間 は1987年1月か ら
3月 まで で あ った 。
調 査 した 対 照 群39人の 中か ら患 者 群 と個 々に 出生 年
(±1歳)を マ ッチ ン グ した37人を 選 び,マ ッチ ドペ
ア方 式 の患者 対 照 研究 の分 析 を 行 った.そ の 際,対 応
の あ る場 合 のt検 定 やMcNemarの 検 定17)ueよる
単 変量 解 析 の ほか に,Condiしionallogisticregres-
sion法:B)による多 変 量解 析 も行 った,
な お,停 留 睾丸 の 日英 共 同研究 で 使 用 した 調 査 票
と同 一 の 調 査 票 を用 い て調 査 を 行 った が,患 老 群 や
対 照 群 の 母 親 に 対 し て 調 査 し た 項 目 は,妊 娠 中 の
要 因,分 娩 時 の 要 因,婦 人 と して の要 因 な どで あ っ
た.
結 果
睾 丸 腫瘍 の 患老37人の 平均 出生年(± 標 準 偏 差)は
1962.3±12.8年であ り,1940年か ら1982年まで の間 で
あ った.年 齢 を マ"1チン グを した対 照 群37人の 平均 出
生 年 も1962.3±12,8年で あ り,1940年か ら1982年まで
の間 で あ った.
患 者 群 と対 照 群 の地 区 別人 数 は それ ぞ れ道 北11人と
12人,道東8人 と10人,札幌9人 と7人,札 幌 以外 の
道央6人 と4人,道 南3人 と4人 で あ った.
患 者 群 の病 理 組 織 診 断 はseminomaIO人,em-
bryonalcarcinomall人,teratoma6人,chori-
carcinomal人,複数 の 組 織 型9人 であ った,睾 丸
腫瘍 は 発 症す る年 齢や 病 理 組織 型 に よって 発 生機 序 が
異 な る こ とが 示 唆 され てい る19・20).しか ,今 回は症
例数 が 少 な い こ とか ら全 組 織型 を 含 め た分 析 を行 っ
た.
1.両 親 の特 徴
母 親 の身体 的 特 徴 お よ び 両 親 の職 業 の 比較 をTa-
ble1に示 した.母 親 の身 長 は患 者 群 と対 照 群 の問 に
差異 は なか った.本 人 を妊 娠 す る前 の 母親 の体重 は 患
老 群 の方 が 対 照 群 よ りも平均 でL6kg軽 く,ま た,
体 重 が60kg以 上 であ った母 親 は 患者 群 で3人 で あ
り,対 照 群 の7人 よ りも少 な く,相 対 危 険度 の 推定 値
で あ る オ ッズ比(oddsratio)は0.20であ った が,有
意 な 差異 で は なか った(Z2=1.50,P=0.22)・さ らに,
本 人 を妊 娠 す る前 の母 親 の 肥 満度 をquetelet指数
(体重(kg)/(身長(m))2)を算 出す る こ とに よ って比
較 した が,そ の 指数 が25以上 の母親 は患者 群 で3人 で
あ り,対 照 群 の8人 よ りも少 なか ったが(オ ッズ比=
0.00),対照 群 との間 に 有 意 な 差異 は な か った(X2=
2,25,P=0.13).患者 群 と対照 群 の 間 で差 異 の み られ た











































































































































































































































































































































































































































































回 答 率 が睾 丸 腫瘍 患 老 の母 親 で は61.7%であ り,対
照群 の母親 の場 合 よ りも低 か った.し た が って,未 回
答者 が い る こ と に よっ て 生 じる歪 み(nonrespon-
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(1987年12月28日迅 速 掲 載 受 付)
